
令和４年度　第三商業高等学校　年間授業計画
教科：（商業科）科目：（財務会計Ⅰ） 　対象：（第３学年）　　

教科担当者：（１～５組　　木口　幹康　㊞ ）

使用教科書： 新財務会計Ⅰ(実教出版)

使用教材：
反復式 会計問題集 全商1級(実教出版)
全商簿記実務検定 模擬試験問題集 1級会計

3

７
月

投資その他の資産

負債の意味と分類

投資その他の資産の意味と種類を明らかにする。
投資有価証券の期末評価について理解させ、その記帳に習熟させ
る。
子会社株式・関連会社株式の期末評価について理解させる。

４
月

知識、技能、思考、関心
授業ノート 1

評価の観点
方法

配当
時数

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート

知識、技能、思考、関心
授業ノート 2

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 2

知識、技能、思考、関心
授業ノート 2

知識、技能、思考、関心
授業ノート 2

知識、技能、思考、関心
授業ノート 2

知識、技能、思考、関心
授業ノート 2

知識、技能、思考、関心
授業ノート 2

2

知識、技能、思考、関心
授業ノート 2

知識、技能、思考、関心
授業ノート 2

2
知識、技能、思考、関心
授業ノート

知識、技能、思考、関心
授業ノート 2

知識、技能、思考、関心
授業ノート

具体的な指導目標
【年間授業計画】

指導内容
【年間授業計画】

貸借対照表の役割や区分表示、様式など、その概略について理解
させる。
貸借対照表の項目である資産・負債・純資産について学習するこ
とを明らかにする。

貸借対照表

資産の意味・分類・評価

当座資産

棚卸資産

当座資産の意味と種類を理解するとともに、現金預金・受取手
形・売掛金・有価証券の評価と記帳方法について習得させる。
棚卸資産の意味と種類を理解するとともに、棚卸資産の取得原価
と費用配分の原則について理解させる。

貸借対照表

資産の意味・分類・評価

貸借対照表の役割や区分表示、様式など、その概略について理解
させる。
貸借対照表の項目である資産・負債・純資産について学習するこ
とを明らかにする。

当座資産

棚卸資産

当座資産の意味と種類を理解するとともに、現金預金・受取手
形・売掛金・有価証券の評価と記帳方法について習得させる。
棚卸資産の意味と種類を理解するとともに、棚卸資産の取得原価
と費用配分の原則について理解させる。

貸借対照表

資産の意味・分類・評価

貸借対照表の役割や区分表示、様式など、その概略について理解
させる。
貸借対照表の項目である資産・負債・純資産について学習するこ
とを明らかにする。

５
月

当座資産

棚卸資産

当座資産の意味と種類を理解するとともに、現金預金・受取手
形・売掛金・有価証券の評価と記帳方法について習得させる。
棚卸資産の意味と種類を理解するとともに、棚卸資産の取得原価
と費用配分の原則について理解させる。

棚卸資産

その他の流動資産
有形固定資産

商品評価損・棚卸減耗費の意味とその処理法及び記帳法を習熟さ
せる。
売価還元法を理解させる。
その他の流動資産の意味と種類を明らかにし、記帳に習熟させ

棚卸資産

その他の流動資産
有形固定資産

商品評価損・棚卸減耗費の意味とその処理法及び記帳法を習熟さ
せる。
売価還元法を理解させる。
その他の流動資産の意味と種類を明らかにし、記帳に習熟させ

６
月

棚卸資産

その他の流動資産
有形固定資産

商品評価損・棚卸減耗費の意味とその処理法及び記帳法を習熟さ
せる。
売価還元法を理解させる。
その他の流動資産の意味と種類を明らかにし、記帳に習熟させ

棚卸資産

その他の流動資産
有形固定資産

商品評価損・棚卸減耗費の意味とその処理法及び記帳法を習熟さ
せる。
売価還元法を理解させる。
その他の流動資産の意味と種類を明らかにし、記帳に習熟させ

棚卸資産

その他の流動資産
有形固定資産

商品評価損・棚卸減耗費の意味とその処理法及び記帳法を習熟さ
せる。
売価還元法を理解させる。
その他の流動資産の意味と種類を明らかにし、記帳に習熟させ

無形固定資産 固定資産の除却と買い換えの記帳方法に習熟させる。
無形固定資産の意味と種類を理解させるとともに、無形固定資産
の取得原価に触れ、特にのれんに関する計算と記帳に習熟させ
る。

無形固定資産 固定資産の除却と買い換えの記帳方法に習熟させる。
無形固定資産の意味と種類を理解させるとともに、無形固定資産
の取得原価に触れ、特にのれんに関する計算と記帳に習熟させ
る。無形固定資産 固定資産の除却と買い換えの記帳方法に習熟させる。
無形固定資産の意味と種類を理解させるとともに、無形固定資産
の取得原価に触れ、特にのれんに関する計算と記帳に習熟させ
る。

無形固定資産 固定資産の除却と買い換えの記帳方法に習熟させる。
無形固定資産の意味と種類を理解させるとともに、無形固定資産
の取得原価に触れ、特にのれんに関する計算と記帳に習熟させ
る。

投資その他の資産

負債の意味と分類

投資その他の資産の意味と種類を明らかにする。
投資有価証券の期末評価について理解させ、その記帳に習熟させ

る。
子会社株式・関連会社株式の期末評価について理解させる。



知識、技能、思考、関心
授業ノート

流動負債

固定負債

流動負債の意味と種類を明らかにする。
引当金の意味を明らかにし、役員賞与引当金の記帳について理解

させる。
保証債務の記帳法を理解させる。

月

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

3

財務諸表分析 財務諸表分析の意味・方法を明らかにする。
関係比率法・実数法による分析の種類を明らかにし、それぞれの
計算方法について理解させる。
期末考査対策

財務諸表分析 財務諸表分析の意味・方法を明らかにする。
関係比率法・実数法による分析の種類を明らかにし、それぞれの
計算方法について理解させる。
期末考査対策

財務諸表分析 財務諸表分析の意味・方法を明らかにする。
関係比率法・実数法による分析の種類を明らかにし、それぞれの
計算方法について理解させる。
期末考査対策

月

流動負債

固定負債

流動負債の意味と種類を明らかにする。
引当金の意味を明らかにし、役員賞与引当金の記帳について理解
させる。
保証債務の記帳法を理解させる。

９
月

流動負債

固定負債

流動負債の意味と種類を明らかにする。
引当金の意味を明らかにし、役員賞与引当金の記帳について理解
させる。
保証債務の記帳法を理解させる。
固定負債の意味を明らかにし、その記帳に習熟させる。

流動負債

固定負債

流動負債の意味と種類を明らかにする。
引当金の意味を明らかにし、役員賞与引当金の記帳について理解
させる。
保証債務の記帳法を理解させる。

流動負債

固定負債

流動負債の意味と種類を明らかにする。
引当金の意味を明らかにし、役員賞与引当金の記帳について理解
させる。
保証債務の記帳法を理解させる。

固定負債つづき

純資産の意味と分類

社債の発行・利払い・期末評価・償還の記帳方法を習得させる。
長期借入金・退職給付引当金の記帳に習熟させる。
偶発債務の意味とその記帳法を理解させる。
純資産の意味と分類を明らかにするとともに、株主資本とそれ以

固定負債つづき

純資産の意味と分類

社債の発行・利払い・期末評価・償還の記帳方法を習得させる。
長期借入金・退職給付引当金の記帳に習熟させる。
偶発債務の意味とその記帳法を理解させる。
純資産の意味と分類を明らかにするとともに、株主資本とそれ以

固定負債つづき

純資産の意味と分類

社債の発行・利払い・期末評価・償還の記帳方法を習得させる。
長期借入金・退職給付引当金の記帳に習熟させる。
偶発債務の意味とその記帳法を理解させる。
純資産の意味と分類を明らかにするとともに、株主資本とそれ以

利益剰余金

貸借対照表の作成

利益剰余金の意味と分類を明らかにするとともに、利益準備金，
任意積立金に関する基本的な記帳法を理解させる。
剰余金の配当の意味と記帳法について理解させる。
棚卸法と誘導法および貸借対照表作成上の原則や注記などについ

利益剰余金

貸借対照表の作成

利益剰余金の意味と分類を明らかにするとともに、利益準備金，
任意積立金に関する基本的な記帳法を理解させる。
剰余金の配当の意味と記帳法について理解させる。
棚卸法と誘導法および貸借対照表作成上の原則や注記などについ

月

損益計算書のあらまし
損益計算の意味と基準

売上高

損益計算書の役割・区分・様式など、その概略を明らかにする。
損益計算の意味を明らかにし、収益・費用の認識および測定基
準、さらに、費用収益対応の原則について理解させる。
売上高を計上する基準について理解させ、記帳や計算などに習熟

財務諸表分析の意味・方法を明らかにする。
関係比率法・実数法による分析の種類を明らかにし、それぞれの
計算方法について理解させる。
期末考査対策

特別利益・特別損失

損益計算書の作成

特別利益・特別損失の意味・種類を理解させる。
損益計算書の税引前当期純利益から下の表示について理解させ
る。
損益計算書作成上の原則や注記などを理解させる。

特別利益・特別損失

損益計算書の作成

特別利益・特別損失の意味・種類を理解させる。
損益計算書の税引前当期純利益から下の表示について理解させ
る。
損益計算書作成上の原則や注記などを理解させる。

財務諸表分析 財務諸表分析の意味・方法を明らかにする。
関係比率法・実数法による分析の種類を明らかにし、それぞれの

計算方法について理解させる。
期末考査対策

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

3
知識、技能、思考、関心
授業ノート

損益計算書の役割・区分・様式など、その概略を明らかにする。
損益計算の意味を明らかにし、収益・費用の認識および測定基

準、さらに、費用収益対応の原則について理解させる。
売上高を計上する基準について理解させ、記帳や計算などに習熟

損益計算書のあらまし
損益計算の意味と基準

売上高

財務諸表分析

１０

１１

１２



●２単位(70)・3単位(105)・4単位(140)●計 105
■２単位(24+30+16=70)■ 
■３単位(36+45+24=105)■ 
■４単位(48+60+32=140)■ 

３
月

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 2

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

知識、技能、思考、関心
授業ノート 3

２
月

１年間の総まとめ 財務会計Ⅰの総復習

全商簿記１級会計 全商簿記１級会計の答案練習を通して、これまでの学習内容の理
解を各自確認するとともに、思考力・応用力を問う問題を解答す
ることで、それらを習得させる。

全商簿記１級会計 全商簿記１級会計の答案練習を通して、これまでの学習内容の理
解を各自確認するとともに、思考力・応用力を問う問題を解答す
ることで、それらを習得させる。

１
月

全商簿記１級会計 全商簿記１級会計の答案練習を通して、これまでの学習内容の理
解を各自確認するとともに、思考力・応用力を問う問題を解答す
ることで、それらを習得させる。


